
◆
投
票
時
間  

午
前
７
時
～
午
後
７
時

※
第
4
・
5
・
6
・
8
・
9
・
11
・
13
・
14
・
15
・
17
・

19
・
20
・
21
・
24
投
票
区
は
午
後
６
時
ま
で

◆
有
権
者

　

平
成
2
年
10
月
25
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
平
成
22
年
7
月
18
日
ま
で
に
能
登
町
に
住

民
登
録
を
行
い
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
能
登

町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人
。

◆
入
場
整
理
券

　

住
民
登
録
が
あ
る
住
所
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

住
民
登
録
と
現
住
所
が
異
な
っ
て
い
る
人
は
、

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
入
場

整
理
券
が
な
く
て
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
、
当
日
選
挙
権
が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

◆
不
在
者
投
票

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
現

在
出
稼
ぎ
な
ど
で
能
登
町
以
外
に
在
住
し
て
い

る
人
は
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。該
当
す
る
人
は
、事
前
に
宣
誓
書（
請
求
書
）

を
取
り
寄
せ
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
選
挙
管

理
委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
後
、

投
票
用
紙
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
封
筒
を

開
封
せ
ず
に
滞
在
先
の
選
挙

管
理
委
員
会
へ
行
っ
て
不
在

者
投
票
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
は
、
滞
在
先
選
挙
管
理
委
員
会
の
執
務

時
間
内
に
で
き
ま
す
。
閉
庁
時
間
な
ど
は
滞
在

先
市
町
村
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
期
間
が
短
い
た
め
、
早
め
の
請
求
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

投
票
日
に

仕
事
や
レ

ジ
ャ
ー
、
買

い
物
な
ど
で

出
か
け
る
人

や
冠
婚
葬
祭

な
ど
で
投
票

所
に
行
け
な

い
人
は
、
期

日
前
投
票
が

で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

開設期間 投票所名 投票時間

 10 月 20 日㈬～
 　　10 月 23 日㈯

能都庁舎　1 階集会室 午前 8 時 30 分
～午後 8 時

柳田庁舎　1 階事務室

午前 8 時 30 分
　～午後 7 時

内浦庁舎　1 階ロビー

 10 月 22 日㈮～
 　　10 月 23 日㈯

鵜川支所　図書室

小木支所　ロビー

投票区 投票所（予定） 区　　　　　域

第１ 能都社会福祉会館（能都庁舎）
1 階集会室

宇出津の一部（天保島、天徳町、本町、大蔵町、浜町、酒垂町、大竹町、中組、桜町、三番町、中島町、
浜小路、川原町、新村本町、新村浜町、昭和町、音羽町、小棚木、大棚木、城野町、城山）

第２ 宇出津小学校　1 階ロビー 宇出津の一部（仙人町、立町、横町、上田町、上町、中町、大橋組、錦町、栄町、上岩屋町、下岩屋町、
漆原、梅ノ木、平体、大平、源平）、宇出津新港、藤波の一部（辺田ノ浜、柳倉）

第３ ひばり保育所　遊戯室 崎山、藤波の一部（四明ケ丘）

第４※ 三波公民館　集会室 藤波の一部（間島）、波並

第５※ 矢波地区集会所 矢波、猪平

第６※ 神野公民館　ホール 宇加塚、鶴町、曽又、藤ノ瀬

第７ 鵜川公民館　図書室 七見、鵜川、小垣の一部（一の谷を除く）

第８※ 瑞穂公民館　和室 柿生、瑞穂、爼倉、山田の一部（上三田を除く）、武連、本木、
小垣の一部（一の谷）

第９※ 宮地生活改善センター　集会室 宮地、鮭尾、山田の一部（上三田）、太田原、柏木

第 10 柳田体育館 柳田、笹川、石井、国光、鴨川、五十里、十郎原

第 11 ※ 小間生公民館　会議室 上長尾、小間生、桐畑、鈴ケ嶺、久田

第 12 上町地区生活改善センター　和室 合鹿、上町、天坂、寺分、五郎左エ門分

第 13 ※ 岩井戸公民館　会議室 黒川、大箱、北河内

第 14 ※ 当目地区多目的研修集会センター 当目

第 15 ※ 斉和多目的集会所 中斉、神和住

第 16 内浦福祉センター　1 階集会場 松波、恋路、明生、布浦

第 17 ※ 上区集会場 上、滝之坊、田代、駒渡

第 18 不動寺公民館　集会室 宮犬、不動寺、行延、時長、山中、満泉寺、国重

第 19 ※ 秋吉公民館　集会室 九里川尻、秋吉、河ケ谷、清真

第 20 ※ 白丸コミュニティ施設　
多目的交流ホール

立壁、四方山、白丸、内浦長尾、新保

第 21 ※ 能登勤労者プラザ　体育館 市之瀬、明野、越坂

第 22 小木地区活性化センター　ロビー 小木

第 23 高倉保育所　遊戯室 姫、真脇、羽生

第 24 ※ 小浦地区集会所 小浦、羽根

10
月
24
日
日
は

能
登
町
議
会
議
員
選
挙 

の
投
票
日
で
す
。

第３回

定例会

議
会

能
登
町
議
会
第
3
回
定
例
会
が
9
月
6
日

に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
を
15
日
ま

で
の
10
日
間
と
定
め
、
報
告
1
件
、
平
成
22
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
議
案

10
件
、
平
成
21
年
度
決
算
の
認
定
14
件
が
上
程

さ
れ
ま
し
た
。

　

持
木
町
長
が
議
案
の
提
案
理
由
を
述
べ
た
あ

と
、
8
人
が
議
案
に
つ
い
て
質
問
。
議
案
は
各

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
認
定
14
件
は
設
置

さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
採
決
で
は
、
委
員
長
報
告
を
受
け

て
報
告
1
件
を
承
認
、
議
案
10
件
は
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
21
年
度
決
算
14
件
も

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
追
加
議
案
2
件
が
上

程
さ
れ
、
持
木
町
長
が
提
案
理
由
を
説
明
。
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
議
案
は
初
日
に
1
件
、
最
終
日
に
2
件

上
程
さ
れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
〉

▽
大
谷
内
義
一（
委
員
長
）▽
多
田
喜
一
郎（
副

委
員
長
）
▽
酒
元
法
子
▽
宮
田
勝
三
▽
久
田
良

平
▽
新
平
悠
紀
夫

■
承
認
さ
れ
た
報
告
（
1
件
）

・
能
登
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

■
可
決
さ
れ
た
議
案
（
12
件
）

〈
平
成
22
年
度
補
正
予
算
：
5
件
〉

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
▽
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
4
億
３
５
４
８
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
３
８
億
７
２
８
７
万
８
千
円
と
す
る

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

・
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
能
登
町
営
バ
ス
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
▽
布
浦
、
秋
吉
、
四
方
山
地
区
へ

駒
渡
線
を
延
伸
し
料
金
を
距
離
制
に
統
一

・
能
登
町
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
▽
広
域
公
共
交
通
に
関
す
る
事
務
を
奥
能

登
広
域
圏
事
務
組
合
の
共
同
処
理
事
務
に
追
加

・
能
登
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

・
町
有
財
産
（
土
地
）
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

▽
㈳
多
花
楽
会
用
地
の
無
償
譲
渡

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
２
２
年

度
旧
能
登
三
郷
清
掃
セ
ン
タ
ー
解
体
撤
去
工

事
）
▽
契
約
額
８
３
１
３
万
9
千
円
で
前
田
建

設
㈱
北
陸
支
店
金
沢
営
業
所
と
契
約
を
締
結

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
２
１
災
８
０

号
町
道
時
長
上
町
１
号
線
道
路
災
害
復
旧
工

事
）
▽
変
更
契
約
額
５
３
１
３
万
円
で
㈱
鼎
建

設
と
契
約
を
締
結

■
認
定
さ
れ
た
平
成
21
年
度
決
算

①
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
②
有
線
放
送
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
③
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
④
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
⑤
老
人
保
健
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
⑥
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
⑦
観
光
施
設
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

⑧
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

⑨
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
⑩
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
⑪
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
⑫
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
⑬
水
道
事
業
会
計
決
算
⑭
病
院
事
業
会

計
決
算

※
21
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
８
―
９
㌻
に
詳
細

■
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案
（
3
件
）

・
事
務
検
査
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

・
能
登
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
▽
教
育
民
生
、
産
業
建
設
常

任
委
員
会
の
委
員
数
を
7
人
か
ら
6
人
に

・
県
立
能
登
高
等
学
校
の
募
集
定
員
減
に
反
対

す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

平成 21 年度決算を認
定。 一 般 会 計 は 4 億
3548 万円の追加補正。

能
登
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る

「
投
票
日
当
日
」
の
投
票
立
会
人
募
集

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選
挙
に
対
す
る
関

心
を
高
め
る
た
め
、
能
登
町
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
立
会
人
を
一
般
公
募
し
ま
す
。

〈
内
容
〉
選
挙
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
確

認
す
る
仕
事
で
す
。

〈
場
所
〉
い
つ
も
投
票
し
て
い
る
投
票
所
（
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
投
票
区
）

〈
時
間
〉
午
前
７
時
～
午
後
６
時
・
午
後
７
時

〈
報
酬
〉
１
０
７
０
０
円
／
日
（
食
費
・
交
通

費
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）

〈
応
募
資
格
〉
能
登
町
在
住
の
有
権
者
（
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
選
挙
権
の
あ
る
人
）

〈
募
集
人
数
〉
48
人
（
2
人
×
24
投
票
所
）

〈
応
募
方
法
〉
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
総

務
課
内
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
結
果
〉
後
日
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

通
知
し
ま
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

〈
応
募
締
切
〉
10
月
６
日
水
午
後
５
時
ま
で

石
川
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

補
欠
選
挙
は
無
投
票
と
な
り
ま
し
た

　

9
月
16
日
執
行
予
定
の
石
川
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
委
員
補
欠
選
挙
が
7
日
に
告
示
さ
れ
、

立
候
補
者
が
一
人
で
あ
っ
た
た
め
、
無
投
票
と

な
り
ま
し
た
。

問
町
選
挙
管
理
委
員
会
☎
62
―
８
５
１
０
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平
成
21
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
行
政
活
動
の
た
め

の
お
金
が
ど
こ
か
ら
来
て
何
に
使
わ
れ
た
か
、
そ

の
あ
ら
ま
し
を
公
表
し
ま
す
。

一
般
会
計
は

１
億
５
２
３
１
万
円
の
黒
字

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
１
５
６
億
６
７
６
２

万
円
、
歳
出
総
額
は
１
５
５
億
１
５
３
１
万
円
と

な
り
、
歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
１
億
５
２
３
１
万

円
の
黒
字
で
し
た
。
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
す
べ
き

財
源
３
０
５
４
万
円
を
除
い
た
実
質
収
支
は
１
億

２
１
７
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
「
歳
入
」
の
特
徴
（
国
庫
支

出
金
11
億
１
９
５
８
万
円
増
）

　

歳
入
全
体
と
し
て
は
、
景
気
の
低
迷
、
固
定
資

産
税
の
評
価
替
え
な
ど
に
よ
り
町
税
が
前
年
度
よ

り
減
少
。
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出

金
、
町
債
な
ど
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
に
お
い
て
地
域

雇
用
創
出
推
進
費
の
新
設
や
基
準
財
政
収
入
額
の

減
少
に
よ
り
、
２
億
５
４
５
３
万
円
の
増
。
国
庫

支
出
金
は
、国
の
景
気
対
策
に
よ
る
地
域
活
性
化
・

各
臨
時
交
付
金
（
11
億
９
０
３
２
万
円
）
※
1
な

ど
に
よ
り
、
全
体
で
11
億
１
９
５
８
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
債
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
国
の
景
気
対
策
関

連
事
業
の
実
施
お
よ
び
臨
時
財
政
対
策
債
の
伸
び

に
よ
り
、
３
億
８
５
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
「
歳
出
」
の
特
徴
（
普
通
建

設
事
業
費
16
億
５
１
１
４
万
円
増
）

　

歳
出
全
体
と
し
て
は
公
債
費
、
災
害
復
旧
事
業

費
な
ど
が
減
少
し
、
人
件
費
、
普
通
建
設
事
業
費
、

繰
出
金
な
ど
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
繰
上
償
還
の
実

施
（
合
併
後
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
繰
上
償
還

額
15
億
６
８
８
８
万
円
）、
行
政
改
革
大
綱
に
よ

る
事
業
の
見
直
し
を
推
進
し
た
こ
と
で
、
２
億
４

９
７
７
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
事
業
費
で
は
、
主
だ
っ
た
災
害
の
発

生
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
２
億
３
９
６
６
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
、
臨
時
の
退
職
手
当
組
合
特
別
給
付

負
担
金
な
ど
に
よ
り
３
億
７
９
３
３
万
円
の
増
。

普
通
建
設
事
業
費
で
は
、
国
の
景
気
対
策
に
よ
る

地
域
活
性
化
・
各
臨
時
交
付
金
事
業
の
実
施
な
ど

で
16
億
５
１
１
４
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
に
つ
い
て
も
地
域
活
性

化
・
各
臨
時
交
付
金
事
業
な
ど
で
２
億
４
３
６
３

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
決
算
額
は
、
主
に
国
の
景
気
対
策

に
よ
る
交
付
金
事
業
に
よ
り
、
19
億
６
８
２
８
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
能
登
町
は
、
小
中
学
校

の
環
境
整
備
、
社
会
福
祉
施
設
改
修
、
町
道
整
備
、

土
地
改
良
事
業
、
情
報
基
盤
整
備
な
ど
、
交
付
金

を
幅
広
く
有
効
活
用
し
実
施
し
ま
し
た
。

扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費等

普通建設
　事業費

災害復旧事業費

積立金

人件費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

公債費

その他
（議会費・労働費など）

■歳出目的別決算額の構成■歳出性質別決算額の構成

繰出金等

その他

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

平
成
21
年
度

決
算
報
告

繰入金・繰越金
諸収入

その他（地方譲与税など）

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

その他（使用料及び手数料など）

町税

依
存
財
源

自
主
財
源

【財政用語解説】
自主財源：町税、分担金及び負担金、使用料、手数料、
財産収入、繰入金、諸収入など自主的に収入し得る財源
依存財源：地方交付税、国庫支出金、県支出金、地方譲
与税、地方債など、自主財源以外の収入
町税：町民税、固定資産税など皆さんが納めた税金
繰入金：町の基金からの繰入金 
諸収入：町税の延滞金など他の収入科目に含まれない収
入
地方交付税：地域間の税源の不均衡を調整し、すべての
地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供できるよ
うにするために、国が地方公共団体の一般財源として配
分する税
国庫支出金・県支出金：各種事業に対する国・県から
の補助金など
町債：資金調達などのための長期借入金
人件費：議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、職員給
与、地方公務員共済組合負担金など
扶助費：社会保障制度の一環として、生活保護法、児童
福祉法、老人福祉法などに基づき、生活を維持するため
に支出される経費や各種扶助の経費
公債費：町債の元利償還金および一時借入金の合算額
普通建設事業費：道路、学校など公共用または公用施
設の建設事業に要する経費
物件費：人件費、維持補修費、扶助費、補助費等以外の
消費的性質の経費の総称。臨時職員の賃金、需用費（消
耗品等）、役務費（郵便料、火災保険等の保険料等）、備
品購入費など
補助費等：各種団体への補助金、奥能登クリーン組合や
宇出津総合病院への負担金など
繰出金：一般会計と特別会計、または特別会計相互間で
支出される経費
※ 1 地域活性化・各臨時交付金内訳および交付額
　・地域活性化・経済危機対策臨時交付金　　　　　
　　　5 億 7462 万 1 千円
　・地域活性化・公共投資臨時交付金　　　　　　　
　　　1 億 9590 万円
　・地域活性化・生活対策臨時交付金（H20 繰越）　
　　　4 億 1230 万 3 千円
　・地域活性化・緊急安心実現総合対策交付金
　　（H20 繰越）750 万円

平成 21 年度
平成 20 年度構成比

（％） 構成比
（％）

155 億 1531 万円

135 億 4703 万円

26 億 3405 万円
22 億 5472 万円

7 億 8733 万円 7 億 5205 万円

34 億 3574 万円 36 億 8551 万円

10 億 8949 万円

10 億 1633 万円

1 億 4715 万円

7370 万円

21 億 8287 万円

20 億 1296 万円

33 億 1828 万円
16 億 6714 万円

6755 万円

2 億 1145 万円

16 億 2310 万円

13 億 7947 万円

1304 万円

3733 万円

17.0
16.6

5.1
5.6

22.1

27.2

7.0

7.5

0.9

0.5

14.1

14.9

21.4

12.3

0.4

1.6

10.5

10.2

0.1

0.3

■歳入決算額の構成

平成 21 年度
平成 20 年度構成比

（％） 構成比
（％）

17 億 5590 万円

18 億 7254 万円

2 億 2503 万円

9427 万円

1 億 1071 万円

7853 万円

5 億 316 万円

4 億 4638 万円

77 億 4159 万円

74 億 8706 万円

21 億 8576 万円 10 億 6618 万円

10 億 9102 万円

9 億 5191 万円

15 億 7480 万円

12 億 7395 万円

4 億 7965 万円
4 億 9663 万円

156 億 6762 万円

137 億 6745 万円1.4

0.7

0.7

0.6

3.2

3.2

49.4

54.4

14.0

7.7

７.0

6.9

10.1

9.3

3.1 3.6

11.2

13.6

平成 21 年度  決算報告

2 億 1671 万円

4 億 5637 万円

1.4

3.4

平成 21 年度
平成 20 年度

9 億 4312 万円

11 億 236 万円

構成比
（％） 構成比

（％）

16.0
13.7

16.0
16.8

11.3

10.2

8.2

7.1

2.2

2.0

11.4

9.0

6.7

5.9

22.1

27.2

 6.1  8.1

155 億 1531 万円

135 億 4703 万円

24 億 7688 万円
18 億 5868 万円

24 億 7657 万円 22 億 8047 万円

17 億 5412 万円
13 億 7913 万円

12 億 7266 万円

9 億 5510 万円

3 億 4478 万円

2 億 6575 万円

17 億 6972 万円

12 億 1602 万円

10 億 4171 万円

8 億 399 万円

34 億 3575 万円

36 億 8553 万円

122010.10  № 6813



■特別会計決算の状況
区　　　分 歳　入 歳　出 差　引

有線放送事業 2 億 1315 万円 2 億 1288 万円 27 万円
国民健康保険（保険事業勘定） 26 億 6519 万円 26 億 4158 万円 2361 万円
国民健康保険（直営診療施設勘定） 524 万円 524 万円 ―万円
後期高齢者医療 2 億 8259 万円 2 億 8239 万円 20 万円
老人保健 1174 万円 1174 万円 ―万円
介護保険（保険事業勘定） 24 億 324 万円 23 億 5834 万円 4490 万円
介護保険（サービス事業勘定） 1891 万円 1690 万円 201 万円

■企業会計決算の状況

区　　分

経常収支比率
【財政の弾力性】

70％～ 80％→妥当
80％以上→要注意

実質赤字比率
【一般会計等の赤字割合】
13.45％～ 20％
　→早期健全化基準
20％以上
　→財政再生基準

連結実質赤字比率
【全会計の赤字割合】

18.45％～ 40％
　→早期健全化基準
40％以上
　→財政再生基準

実質公債費比率
【借金の実質負担割合】

18％～ 25％→警戒・適正化計
画策定　25％～ 35％→早期健
全化基準　35％以上→財政
再生基準

将来負担比率
【一般会計等の将来負担割合】

350％以上
　→早期健全化基準

平成 21 年度 94.1％（未発表） ―％（未発表） ―％（未発表） 18.9％（未発表） 160.5％   （未発表）

平成 20 年度 95.4％（92.6％） ―％　（―％） ―％　（―％） 19.2％（14.5％） 175.4％（153.7％）

平成 19 年度 99.7％（92.9％） ―％　（―％） ―％　（―％） 21.1％（14.3％） 208.9％（163.4％）

平成 18 年度 99.7％（95.2％） 23.2％（18.3％）

平成 17 年度 104.7％（93.4％） 22.5％（17.0％）
　　 ［23.9％］

※１（　）内は県内平均値。－％は赤字比率がない　※ ２実質赤字比率および連結実質赤字比率の早期健全化基準（13.45％、18.45％）は能登町の平成 21 年
度標準財政規模から算出されます　※３早期健全化基準を超えた場合、財政健全化計画の策定が義務付けられます（黄信号）　※ ４財政再生基準を超えた場合、
財政再生計画の策定が義務づけられます（赤信号）　※ ５平成 17 年度の実質公債費比率は、制度改正があったため上段が改正後比率、下段［  ］内が改正前比率

平成 21 年度  決算報告

区　　　分 収　入 支　出 収　支 資金不足比率 経営健全化基準
観光施設 7603 万円 7603 万円 ―万円 ―％ 20.0％
公共下水道事業 7 億 729 万円 7 億 643 万円 86 万円 ―％ 20.0％
農業集落排水事業 3 億 6720 万円 3 億 6698 万円 22 万円 ―％ 20.0％
漁業集落排水事業 2877 万円 2877 万円 ―万円 ―％ 20.0％
浄化槽整備推進事業 5111 万円 5109 万円 2 万円 ―％ 20.0％
簡易水道事業 3 億 9796 万円 3 億 9790 万円 6 万円 ―％ 20.0％

水道事業
収益的収支 3 億 7964 万円 3 億 5996 万円 1968 万円

―％ 20.0％
資本的収支 6623 万円 1 億 6796 万円 △ 1 億 173 万円

病院事業
収益的収支 24 億 2520 万円 23 億 4289 万円 8231 万円

9.0％ 20.0％
資本的収支 5 億 8367 万円 6 億 5745 万円 △ 7378 万円

■財政指標から見る能登町の財政状況

■
財
政
状
況
の
特
徴

　

経
常
収
支
比
率
は
、
本
年
度
94
・
1
％
と
な
り
、
昨

年
度
と
比
べ
1
・
3
㌽
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら

実
施
し
た
大
幅
な
事
務
事
業
の
見
直
し
、
職
員
数
の
削

減
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
、
指
定
管
理
料
の
見
直
し
や

経
常
経
費
の
節
減
に
よ
る
物
件
費
の
減
少
、
公
債
費
の

一
部
償
還
満
了
な
ど
に
よ
る
減
で
す
。
し
か
し
、
依
然

と
し
て
財
政
危
機
を
完
全
に
脱
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
18
・
9
％
と
依
然
と
し
て
高
い

比
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
財
政
健
全
化
法
で
は
、
決
算

を
も
と
に
4
つ
の
指
標
（
※
2
）
と
公
営
企
業
の
資
金

不
足
比
率
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
将
来
負
担
比
率
が
、
１
６
０
・
５
％
と
比
較
的
に

高
い
比
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
能
登
町
総
合
計
画
」
に
は
今
後
、
町
債
が
必
要
と

な
る
事
業
が
た
く
さ
ん
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
債
は

必
要
な
財
源
で
は
あ
り
ま
す
が
、
財
政
健
全
化
の
た
め

に
は
地
方
債
の
計
画
的
な
繰
上
償
還
を
実
施
す
る
と
と

も
に
新
た
な
町
債
を
で
き
る
だ
け
抑
制
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

今
後
も
定
員
適
正
化
計
画
、
行
政
改
革
大
綱
を
実
施

し
、
さ
ら
な
る
事
務
事
業
の
見
直
し
や
行
政
組
織
の
改

編
、
公
共
施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

総
合
的
に
は
、
行
財
政
改
革
の
効
果
が
徐
々
に
現
れ

始
め
、
少
し
ず
つ
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
進
ん
で
い

る
と
言
え
ま
す
。

※
2　

4
つ
の
指
標
…
実
質
公
債
費
比
率
・
実
質
赤
字

比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
・
将
来
負
担
比
率

14

―Vol.48―

明
治
大
学
を
日
本
一
に
し
た
男

黒
田
仁
一

く
ろ
だ
・
じ
ん
い
ち
（
鵜
川
出
身
）

明
治
大
学
経
営
企
画
部
広
報
課
長

明治大学のシンボル
リバティタワー（教育棟）前にて
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明
治
大
学
を
志
願
者
数

日
本
一
に
導
く

　

２
０
１
０
年
大
学
一
般
入
試
。
そ

の
志
願
者
数
で
明
治
大
学
が
早
稲
田

大
学
を
抜
い
て
日
本
一
と
な
っ
た
。

　

明
治
大
学
の
志
願
者
数
は

11
万
５
７
０
０
人
。
99
年
に
6
万
人

台
ま
で
落
ち
込
ん
だ
志
願
者
数
を
回

復
さ
せ
、
日
本
一
に
導
い
た
立
役
者

と
な
っ
た
の
が
、
明
治
大
学
広
報
課

長
の
黒
田
仁
一
さ
ん
（
47
）
＝
鵜
川

出
身
＝
だ
。

　

学
長
室
で
大
学
の
教
学
改
革
な
ど

に
携
わ
っ
て
い
た
黒
田
さ
ん
は
、
05

年
に
広
報
部
に
異
動
。「
当
時
の
明

治
大
学
は
『
広
報
下
手
』
な
状
況
で

し
た
。
大
学
が
変
わ
る
た
め
に
、
ま

ず
広
報
か
ら
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
目
標
を
立
て
ま
し
た
」
と
就

任
当
時
を
振
り
返
る
。

　

目
指
し
た
も
の
は
『
広
報
体
制
の

確
立
』。
ま
ず
優
秀
な
人
材
が
必
要

と
考
え
た
黒
田
さ
ん
は
経
営
陣
を
説

得
。
明
治
大
学
と
し
て
は
異
例
の
中

途
採
用
を
実
施
し
、
広
報
や
報
道
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
人
材
を
3
人
確

保
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
「
大
学
広
報
に
は
大
き
く
分
け
る

と
、
危
機
管
理
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
、
そ
し
て

在
は
年
間
３
９
０
講
座
を
開
講
し
、

2
万
人
以
上
の
市
民
ら
が
学
ん
で
い

る
と
い
う
。
ハ
ー
ド
面
の
改
革
で
志

願
者
増
を
果
た
し
た
明
治
大
学
。
入

試
改
革
で
さ
ら
に
躍
進
す
る
。

　
「
07
年
に
同
じ
日
に
一
度
の
試
験

で
複
数
の
学
部
に
併
願
で
き
る
『
全

学
部
統
一
入
試
』を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
試
験
を
地
方
で
も
実
施
し
、
全

国
の
学
生
に
目
を
向
け
て
も
ら
う
取

り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。か
つ
て『
方

言
の
聞
こ
え
る
大
学
』
と
呼
ば
れ
た

明
治
大
学
で
す
が
、
現
在
7
割
が
首

都
圏
の
学
生
で
す
。
わ
た
し
は
明
治

大
学
を
も
う
一
度
『
方
言
の
聞
こ
え

る
大
学
』
と
し
て
、
地
方
の
優
秀
な

人
材
が
集
ま
る
大
学
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　

日
本
一
と
い
う
大
き
な
目
標
を
達

成
し
て
も
、
さ
ら
に
前
を
見
続
け
る

黒
田
さ
ん
。
そ
の
精
神
に
は
、
か
つ

て
明
治
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
を
黄
金
時

代
に
導
い
た
北
島
忠
治
監
督
の
『
前

へ
』
の
精
神
が
受
け
継
が
れ
て
い
る

か
の
よ
う
だ
。

広
告
・
宣
伝
と
い
う
５
つ
の
役
割
が

あ
り
、
こ
の
中
に
は
予
算
が
な
く
て

も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
報
道
機
関
や
マ
ス
コ
ミ
に

対
す
る
情
報
提
供
で
あ
る
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
は
、
今
ま
で
年
間
30
本
程
度

だ
っ
た
も
の
を
約
１
０
０
本
ま
で
増

や
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
情
報
と
し

て
取
り
上
げ
や
す
い
よ
う
リ
リ
ー
ス

内
容
も
工
夫
す
る
な
ど
、
小
さ
な
こ

と
を
積
み
重
ね
て
結
果
を
出
し
て
き

ま
し
た
。

　

広
報
の
効
果
は
目
に
見
え
な
い
部

分
も
多
く
、
そ
の
予
算
は
す
ぐ
に
削

減
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

結
果
を
出
し
て
い
く
こ
と
で
経
営
陣

に
認
め
ら
れ
、
広
報
誌
の
刷
新
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
思
い
切
っ

た
広
告
展
開
な
ど
に
力
を
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

大
学
改
革
と
広
報
改
革
の
両
輪
で

日
本
一
の
座
に
駆
け
上
が
っ
た
明
治

大
学
。
そ
れ
で
も
学
生
一
人
当
た
り

の
獲
得
コ
ス
ト
は
全
国
二
番
目
に
低

い
と
い
う
。

東
京
に
あ
こ
が
れ

東
京
を
目
指
し
た

　

中
学
校
ま
で
は
鵜
川
で
過
ご
し

た
。小
学
校
高
学
年
の
時
の
夢
は『
政

治
家
』。
下
宿
し
な
が
ら
通
っ
た
七

尾
高
校
時
代
に
「
六
大
学
に
入
っ
て

東
京
で
視
野
を
広
げ
た
い
」
と
東
京

の
大
学
進
学
を
目
指
し
た
。
し
か
し

現
役
受
験
は
失
敗
。
黒
田
さ
ん
は
東

京
の
予
備
校
に
通
う
決
意
を
す
る
。

　
「『
急
行
の
と
』
に
一
人
で
飛
び
乗

り
、東
京
で
予
備
校
を
探
し
ま
し
た
。

『
大
学
卒
業
後
は
鵜
川
に
帰
っ
て
く

る
』
と
い
う
の
が
、
自
分
の
わ
が
ま

ま
を
聞
い
て
く
れ
た
親
と
の
約
束
で

し
た
」

　

翌
年
、
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
と

明
治
大
学
法
学
部
に
合
格
。
親
や
親

せ
き
か
ら
は
早
稲
田
を
勧
め
ら
れ
た

が
「
法
曹
関
係
を
目
指
し
た
い
」
と

明
治
大
学
を
選
ん
だ
。

　
「
東
京
で
一
旗
揚
げ
た
い
と
思
っ

て
い
た
自
分
と
明
治
大
学
の
校
風

（
在
野
精
神
）
が
合
っ
て
い
た
ん
だ

と
思
い
ま
す
」
と
当
時
を
振
り
返
る

黒
田
さ
ん
。
卒
業
後
は
新
聞
社
の
内

定
を
断
り
、
明
治
大
学
の
職
員
と
し

て
就
職
し
た
。

　

現
在
は
大
学
の
広
報
全
般
を
取
り

仕
切
り
な
が
ら
、
明
治
大
学
の
『
広

報
の
顔
』
と
し
て
、
新
聞
や
雑
誌
な

ど
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
に
応
じ
、
全
国

各
地
へ
講
演
に
飛
び
回
る
な
ど
多
忙

な
毎
日
を
過
ご
す
。

忘
れ
ら
れ
な
い
古
里

能
登
の
子
ど
も
た
ち
へ

　

そ
ん
な
多
忙
を
極
め
る
黒
田
さ
ん

だ
が
、
年
に
2
回
は
必
ず
古
里
で
あ

る
鵜
川
に
帰
省
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
古
里
の
こ
と
は
忘
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
鵜
川
で
過
ご
し
た

日
々
は
、
心
の
片
隅
に
い
つ
も
残
っ

て
い
ま
す
」
と
思
い
を
は
せ
る
。

　
「
明
治
大
学
に
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

の
推
薦
な
ど
で
能
登
町
か
ら
入
学
し

て
頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
い

ま
す
。
能
登
全
体
で
見
て
も
学
生
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
は
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中

心
地
で
す
。
わ
た
し
は
能
登
の
子
ど

も
た
ち
に
、
東
京
の
大
学
を
目
指
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
京

で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
東
京
で
し
か
経
験
で
き

な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
東
京
の
ど
真
ん
中
で
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

能
登
町
出
身
の
一
人
と
し
て
、
大

学
の
広
報
を
舞
台
に
活
躍
す
る
黒
田

さ
ん
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
、

能
登
町
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
。

大
学
改
革
と
入
試
改
革
で

変
貌
し
た
イ
メ
ー
ジ

　
「
明
治
大
学
の
改
革
は
、
ほ
か
の

大
学
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
分
こ
の
10
年
間
で
一
気
に
大
学

改
革
を
進
め
た
の
で
す
」
と
話
す
黒

田
さ
ん
。
大
学
の
改
革
に
つ
い
て
こ

う
続
け
る
。

　
「
ハ
ー
ド
面
の
改
革
は
98
年
に
完

成
し
た
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
、
リ
バ

テ
ィ
タ
ワ
ー
で
す
。
地
上
23
階
、
す

べ
て
の
机
に
Ｌ
Ａ
Ｎ
接
続
端
子
を
備

え
、
女
子
学
生
用
の
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー

ム
も
設
置
し
た
、
当
時
最
先
端
の
教

育
施
設
で
し
た
。
大
学
選
択
に
ハ
ー

ド
面
も
重
視
さ
れ
る
時
代
。
こ
の
リ

バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
で
、
か
つ
て
バ
ン
カ

ラ
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
明
治
大
学

が
都
市
型
大
学
へ
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
女

子
学
生
も
年
々
増
加
し
『
リ
バ
テ
ィ

効
果
』
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
」

　

翌
99
年
に
は
生
涯
学
習
拠
点
『
リ

バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
』
を
創
設
。
現

大
学
が
変
わ
る
た
め
に
、
ま
ず
広
報
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
―
。

政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
で
あ
る
東
京
で

能
登
の
若
者
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
―
。

【くろだ・じんいち】
1963 年鵜川生まれ。鵜
川小・中学校を卒業し七
尾高校、明治大学法学部
へ 進 学。 卒 業 後、 同 大
学に就職。94 年学長室、
98 年総合企画部、05 年
広 報 部 を 経 て、09 年 4
月から経営企画部広報課
長に就任。東京都在住。

黒田さんが手掛けた広報誌。大
手出版社や編集社を巻き込み、
クオリティーの高い紙面で大学
の魅力をアピールする。

古里・鵜川の海岸にて



二
年
に
一
度
。女
性
が
ん
検
診
。

10
月
か
ら
女
性
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

女
性
が
ん
（
子
宮
・
乳
）
は
、
2
年
に
１
回
の
検

診
で
早
期
発
見
の
効
果
が
あ
り
、
早
期
発
見
で
き

れ
ば
完
治
す
る
可
能
性
が
高
い
が
ん
で
す
。

昨
年
度
受
け
て
い
な
い
人
は
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

会
場
で
は
骨
密
度
検
診
も
同
時
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　

問
町
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
72
―
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４

〈対象〉
対象

　※平成 23 年 3 月 31 日
　　現在の年齢

受けられる検診
子宮

頸
けい

がん
乳・

甲状腺がん
骨密度

20 ～ 39 歳の女性 ○ ― ○

40 から 69 歳の女性 ○ ○ ○

70 歳以上の女性 ○ ○ ―
※ 40 歳以上で健康手帳をお持ちの人は持参してください。
※がん検診無料クーポン券が送られてきた人は、必ず持参し受付時に
　提出してください。
※女性がん検診は 2 年に一度の検診です。昨年度受診した人は、本年度
　対象になりません。

〈料金・検査内容など〉
検診種類 料金 検査内容・注意事項

子宮頸がん検診 700 円 検診内容：問診、視診、擦
さ っ か

過細胞診

・生理中の人は受診できません。
・前日の性交は避けてください。
・スカートをはいて来ると、スムーズに受診でき
   ます。

乳・甲状腺がん検診 40 歳代女性：1,500 円
（マンモグラフィー 2 方向）

検診内容：問診、視触診、マンモグラフィー

・視触診とマンモグラフィー（乳房レントゲン撮
   影検査）の両方を受けてもらいます。
・ペースメーカーや豊胸手術を受けた人は受診で
   きません。

50 歳代女性：1,000 円
（マンモグラフィー 1 方向）

骨密度検診 400 円 検診内容：問診、超音波骨検査、保健・栄養相談

・ストッキング、靴下は脱いで測定します。

〈医療機関で受ける場合〉実施期間：平成 22 年 10 月 1 日～ 11 月 30 日
○＝午前中（受付時間は各病院で異なりますのでご確認ください）

医療機関 検診
診療日

電話番号 予約・受付
月 火 水 木 金

公立宇出津総合病院
（検診科）

子宮 ○
62-1311 要予約

乳 ○ ○ ○ ○ ○

中沢産婦人科医院 子宮 ○ ○ ○ ○ ○ 62-0511 要予約

珠洲市総合病院
子宮 ○ ○ ○ ○ ○

82-1181
予約不要（産婦人科）

乳 ○ ○ ○ ○ ○ 要予約（健診科）

市立輪島病院
子宮 ○ ○ ○ ○ ○

（0768）
22-2222

予約不要

乳 ○ ○ ○ ○ ○ 要予約（健診室）
受付時間 11:00 ～ 11:30

公立穴水総合病院 子宮 ○ ○ ○ ○ ○ （0768）
52-0511 要予約（健診科）

〈町内の健（検）診会場で受ける場合〉
都合の良い日を選んで受診してください。

日付 会場 受付時間 子宮 乳・
甲状腺 骨密度 肺 特定

健診
肝炎
ウイルス

10/13 ㈬ 鵜川公民館 13:30 ～ 14:30 ○ ○ ○

10/15 ㈮ 役場能都庁舎
13:30 ～ 14:30 ○ ○ ○

17:30 ～ 19:00 ○ ○ ○

10/17 ㈰ 役場能都庁舎
9:00 ～ 11:00 ○ ○ ○

13:30 ～ 14:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10/20 ㈬ 小木活性化センター 13:30 ～ 14:30 ○ ○ ○

10/22 ㈮ 内浦福祉センター
13:30 ～ 14:30 ○ ○ ○

17:30 ～ 19:00 ○ ○ ○

10/24 ㈰ 柳田山村開発センター
9:00 ～ 11:00 ○ ○ ○

13:30 ～ 14:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10/27 ㈬ 柳田山村開発センター 17:30 ～ 19:00 ○ ○ ○

10/31 ㈰ 内浦福祉センター
9:00 ～ 11:00 ○ ○ ○

13:30 ～ 14:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○

本年度の特定健診、肺がん検診はお済みですか？ 10 月 31 日まで
　町内健 ( 検 ) 診会場で受ける場合は、上記の日程をご覧ください。町内医療機関で受ける場合は 10 月 31 日までです。
まだ受診していない人は、この機会に受診することをお勧めします。対象は 40 歳以上の人です。

〈料金〉特定健診 700 円　肺がん検診 200 円　肝炎ウイルス検診 500 円（医療機関での肝炎ウイルス検診は 800 円です。
希望される人は、健康福祉課健康推進グループ（☎ 72-2504）までご連絡ください）
※特定健診を受けるには健康保険証と受診券が必要です。国民健康保険にご加入の人は、今年 5 月末郵送の特定健康診
査受診券、または 10 月上旬郵送の未受診者ハガキをご持参ください。

＋
骨
密
度
検
診

　　子宮にできるがんのうち、約 7 割は
　子宮頸がんです。子宮頸がんは 20 ～ 30
歳代に急増しています。

　　「骨折・転倒」は要介護となる原因の
1 割近くを占めています。「骨折リスク」
を測定してみましょう。

　日本では、約 20 人に一人が
乳がんにかかっています。
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